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～「
農
林
水
産
業・地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」に
係
る
本
会
の
対
応
～

全
農
の
自
己
改
革
実
践
に
係
る
福
島
県
本
部
の
取
組
み
に
つ
い
て

管理部

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
組
織
運
営
・
事
業
活
動
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
昨
年
10
月
の
台
風
や
11
月
下
旬
の
会
津
地
方
の
雪
害
な
ど
、
ま
た
も

自
然
の
猛
威
に
よ
り
、
果
実
の
落
下
や
ハ
ウ
ス
倒
壊
な
ど
本
県
農
業
に
多
数
の
被
害
が
発
生
致

し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
福
島
五
連
と

し
て
復
旧
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
は
先
述
の
災
害
の
ほ
か
に
も
梅
雨
時
の
少
雨
高
温
、
梅
雨
明
け
後
８
月
の
長
雨
に
よ
る

低
温
・
日
照
不
足
な
ど
、
過
去
に
あ
ま
り
例
の
な
い
気
象
条
件
に
、
生
産
者
の
皆
様
に
は
農
作

物
の
管
理
に
苦
労
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
米
の
作
況
指
数
は
「
平
年
並
み
」
の
１
０
０
と

な
り
ま
し
た
が
、
刈
り
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
や
、
ま
た
野
菜
や
果
物
に
つ
い
て
も
、
出
荷
量

が
減
少
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
生
産
者
の
皆
様
の
卓
越
し

た
技
術
と
ご
努
力
に
よ
り
、
極
端
な
不
作
は
免
れ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま
す
。
営
農
再
開
地
域
も
年
々

拡
大
し
、
復
興
は
着
実
に
前
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
米
や
牛
肉
を
中
心
に
風
評
被
害
は
未
だ

根
強
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
で
は
昨
年
、
県
と
共
に
第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
日
本
一
を
目
指
し

て
「
ふ
く
し
ま
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
も
指
導
員

の
育
成
強
化
を
図
り
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
を
推
し
進
め
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
美
味
し
い
福
島
の
農
畜
産
物
を
世
界
の
方
々
に

提
供
し
、
風
評
被
害
の
払
拭
と
福
島
ブ
ラ
ン
ド
の
再
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
は
「
持
続
可
能
な
農
業
生
産
、
農
業
経
営
づ
く
り
へ
の
貢
献
」
に
向
け
、
生

産
資
材
価
格
の
低
減
や
販
売
流
通
改
革
、
多
様
化
す
る
農
業
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
全
農

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
自
己
改
革
の
実
践
と
共
に
農
業
生
産
の
拡
大
、
農
業
所
得

向
上
、
地
域
の
活
性
化
の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
福
島
県
本
部

運
営
委
員
会
会
長�

大
橋
　
信
夫

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

農
家
組
合
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
の
経
済
事
業
、
Ｊ

Ａ
全
農
の
販
売
・
購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
３
月
で
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
途
半

ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
農
は
引
き
続
き
今
年
も
営
農
再
開
の
支
援
や
県
産
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
回
復
へ
の
取
り
組
み
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
の

実
践
」
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
経
済
事
業
を
担
う
全
農
と
し
て
、
肥
料
・
農
薬
を
は
じ
め
と
す
る
生
産

資
材
価
格
の
引
き
下
げ
や
、
米
や
青
果
物
の
直
販
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
流
通
・
加
工
の
構
造
改

革
の
実
現
を
事
業
計
画
と
し
て
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
は
１
、２
年
が
勝
負
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
道
筋
へ
の
レ
ー
ル
を
確
実
に
敷

く
こ
と
が
我
々
の
最
大
の
仕
事
で
す
。
そ
し
て
今
年
が
ま
さ
に
真
価
を
問
わ
れ
る
年
に
な
り
ま
す
。

組
合
員
か
ら
求
め
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
続
け
る
に
は
、
Ｊ
Ａ
と
全
農
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
一
体
的
に
な
り
、
魅
力
あ
る
提
案
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
全
農
と
し
て
は
、

販
売
事
業
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
購
買
事
業
で
の
新
規
提
案
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と

全
農
が
一
致
団
結
し
て
汗
を
か
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
ま
た
本
県
の
農
業
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
福
島
県
本
部

県
本
部
長�

猪
股
　
孝
二

年頭のごあいさつ
平成30年

　全農は、平成 29 年 3 月の臨時総代会で「農林水産業・地域の活力創造プラン」に係る本会
の対応を決定し、農家所得の増大に向けた実施具体策を策定し、スピード感を持った改革を
実行していくこととしました。

購買事業

新しい事業モデルとして、あらため
て共同購入の実を上げるようシン
プルな調達・供給ができる競争入
札等を中心とする購買方針に抜本
的に転換する。

◆肥料：共同購入による新たな購買方式
へ転換（一般高度化成の銘柄集約）

◆農薬：ジェネリック農薬の開発・普及、
担い手直送規格で価格引下げ

◆農機：機能を絞った低価格農機の共同
購入、所有から共同利用への転換

◆段ボール：規格集約による価格引下げ

販売事業

これまでの誰かに「売ってもらう」
から「自ら売る」に。新しい事業モ
デルとして、卸経由主体の事業から、
実需者への直接販売を主体とした事
業へ転換する。

◆米穀：実需者への直接販売と、買取販売
の拡大

◆園芸：量販店や加工業者等の実需者や卸
売市場との連携を強化し直接販売を拡大

◆米穀・園芸：直接販売のためのインフラ
の整備、産地への販売情報フィードバッ
クと安定取引の拡大

輸出事業

輸出事業の体制
を 整 備 し、国・
地域別輸出戦略
を構築し、牛肉・
米・青果物を中
心に輸出拡大を
目指す。

平成29年度　福島県本部の取組み

購買事業

①成分構成が単純な一般高度化成、
ＮＫ化成を対象に、県内流通 27
銘柄を６銘柄に集約する。（全国
流通約400銘柄を10程度に集約）

②集約した銘柄について、実オー
ダーにもとづき徹底した価格比
較をおこない、最も製造コストの
安いメーカーに集約し一層の価
格引下げを実現する。

3 ～ 5ha の施用面積に相当する大
型規格でメーカー工場から農業者
へ直送する取扱品目を６から 24 品
目に拡大。

トラクターの機能・仕様に関するア
ンケートを実施し、本所がメーカー
４社に対し開発要求実施。県本部
販売目標台数に向けての提案活動
開始。

規格集約による段ボール価格引下
げについて、全国集約品目のピー
マン、タマネギについて検討実施。
県域独自としても規格集約・適正
包装の検討実施。

販売事業

①実需者への販路を特定した販売を
含む直接販売の拡大（目標 40 千ｔ）

②買取販売の拡大（目標 32 千ｔ）　
③会津広域連合集出荷施設「美米蔵」

に続く施設設置の検討　
④事前契約（複数年、収穫前）拡大（目

標 54 千ｔ）

輸出事業

①29 年度計画
・精米 10ｔ
・牛肉1ｔ
・青果物 70ｔ

②11月末実績
・精米 62ｔ

（マレーシア、イギリス

向け）

・牛肉 0.3ｔ
（アメリカ向け）

・青果物 77ｔ
   うち、もも46t

（タイ、マレーシア等の
東南アジア向け）

肥料

農薬

農機

段ボール

米穀

園芸

①パートナー市場（戦略市場５社、
県内重点市場４社）と連携した予
約相対取引の拡大

②直販関連インフラ整備検討と、ＰＳ
（パッケージステーション）機能の
発揮による直販拡大

輸出拡大目標

特集


